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ボ ランティア・市民活動者のための活動応援情報

ボランティア ・ 市民活動情報 「マガジン」 は、 ボランタリー活動
プラザみきのホームページからでもご覧いただけます

ホームページ
QR コード →

間情報月
　聞こえにくい人の困りごとを知り、聞こえの仕組みと
コミュニケーションの方法を学べる講座を開催します。
要約筆記ボランティアの活動内容をぜひ体験してくださ
い！全３回の講座です。

■日時：1 回目　２月   ８日㊌　　　　　　　　　　　
　　　　2 回目　２月１５日㊌
　　　　3 回目　２月２２日㊌
　　いずれも 10：00 ～ 12：00
■場　所：三木市立市民活動センター
■申込先：ボランタリー活動プラザみき    ☎ 0794-83-0090

要約筆記ボランティア入門講座

閉じこもりがちな視覚に障害がある方と「伴走ひも」を
使って歩いたり・走ったりすることで、健康づくりや余
暇活動の機会づくりを行うボランティア養成を目的に講
座を開催します。

■講習内容
　　①視覚障害について学ぶ
　　➁視覚に障害のある方の手引き
　　③伴走・伴歩実習
　　　　講師　ひょうご伴走歩協会
■日　時：　３月１９日㊐
　　　　　　13：30 ～ 15：00
■場　所：三木市立市民活動センター
■問合先：ボランタリー活動プラザみき　

日 曜日 催し物

1 水
2 木

3 金
高齢者ボランティアポイント説明会 ●
育児ファミサポ交流会（会員のみ） ●

4 土
ミッキートリオ新春コンサート ▲
パソコン定期相談 ▲
みきおもちゃ病院 ▲

5 日 COOL　MIKI ▲
6 月 コミュニケーションマージャン体験会 ▲
7 火
8 水 要約筆記ボランティア入門講座 (1 回目） ●
9 木
10 金 高齢者ボランティアポイント説明会 ●
11 土
12 日 きらきら書道 ▲
13 月 BANBAN しゃべろう会 ■
14 火
15 水 要約筆記ボランティア入門講座（2 回目） ●
16 木 市民活動センター　休館日
17 金 高齢者ボランティアポイント説明会 ●

18 土
ボランティア・市民活動団体活動相談会 ●
パソコン定期相談 ▲
みきおもちゃ病院 ▲

19 日

20 月
コミュニケーションマージャン体験会 ▲
BANBAN しゃべろう会 ■

21 火
22 水 要約筆記ボランティア入門講座（3 回目） ●
23 木
24 金 高齢者ボランティアポイント説明会 ●
25 土
26 日 みっきぃ寄席 ▲

27 月
ボランティア・市民活動団体活動相談会 ●
Happiness ♪公開練習 ▲

28 火

●：プラザ催しなど　　
■：ボランティア・市民活動団体催しなど
▲：市民活動センターで行われる上記団体催し
　：ぼらぷら　休業日月
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＼３月の催しのお知らせ／

　新しい年を迎え、気持ち新たに取り組みたいグループ・
団体のお悩みについて、プラザ職員が一緒に考えます。
令和５年度の活動計画のもお役立てください。
　　　　　　　　　●　活動方法の見直し
　　　　　　　　　●　新たなチャレンジ
　　　　　　　　　●　活動資金の獲得

■日　時：① ２月１８日㊏
　　　　　➁ ２月２７日㊊
　　　　　③ ３月１０日㊎
　　　　いずれも 9：30 ～ 15：00
　　　　　（この間のご都合のいい時間で OK です）
■場　所：三木市立市民活動センター
■問合先：ボランタリー活動プラザみき　0794-83-0090

ボランティア・市民活動団体                     

　　　　活 動 相 談 会

こんなこと

応援します

共感ファンド説明会も同時開催しています！
詳細はこちらの動画をご覧ください  →→→

伴走伴歩ボランティア養成講座

　（ 不登校の姉妹に英語を教えている方）
・ 不登校といっても多様な要素を含む。 多くの

人の話から気づきや学びを得て自分の人生
も豊かになると思う

「不登校・ひきこもり経験者の体験談やトークセッション」の
録画映像を YouTube で配信中です。ぜひご覧ください！

（ 元 教員）
・ リモート授業は不登校支援の一つとも言える。

教育のありようも変わっていくとよい

　（ 行政関係者）
・ いま困っている、 しんどいという本人の思いを

一番大切にして関係づくりをしたい

″不登校・ひきこもりを考える集い″が開催されました！

　（ 不登校の子のご家族）
・ 当時を話す経験者が自分らしく生きている姿を

みて親として希望がもてた
・ 自分の言動を振り返ることができた。 子どもを

見守りながら、 自分の時間も大切にしたい

・ 学校に行けたら褒めるのは
おかしい という意見に共感。
考え方や意識を変えてみたい

（ 民生委員 ・ 児童委員）
・ こうすればいい というほど簡単な問題

ではない。 社会全体がもっと学ぶべき

・ 自分が育った頃とあまりにも環境が違う。
今の時代を理解せねばと痛感

報 告

（ 民生児童協力委員）

・ 今日きいた本人の思いを ひきこもりの

方の家族に伝えてあげたい

イラスト：K.S

体験談＆トークセッション

登壇者のお二人

ほっぷ☆すてっぷ参画団体の展示

小グループで意見 ・ 情報交換

　1 月 22 日、不登校やひきこもりをテーマにした集いが行われました。
　主催したのは「三木市不登校・ひきこもり支援ネットワーク ほっぷ☆すてっぷ」。
不登校・ひきこもりの本人や家族の支援を行うボランティア団体や市など７団体
が参画し、団体同士の情報共有・連携を活かした相談窓口や居場所の運営を行っ
ています。今回の集いでは、本人や家族の思いを知り、どのような関わりや支援
が求められるかを考える機会となりました。

イラスト：
吉田弥央
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～市民のチカラ～

広がる こども食堂 のとりくみ 
～ 「食」 でつながる地域の支えあいの輪～

◆ 市内に新たな子ども食堂がオープン！ 

　三木市では新たに 2 か所が立ち上がり、現在 5 か所

の子ども食堂があります。昨年12月にオープンした「お

だんごぱんキッチン」を運営するのは、吉川町を中心

に子どもの健全育成を目的に活動するボランティアグ

ループ「おだんごぱん」。これまでの経験を活かしな

がら、子どもが喜び、また、人と人をつなぐ力をもつ

「食」で新たな取り組みをしようと始めました。

　「第３日曜日はおだんごぱんへ」という呼びかけの

もと、以前からされている絵本の読み聞かせやあそび

の場を提供する「おたのしみ会」を実施した後、みん

なで食事準備と昼食を楽しむ「おだんごぱんキッチン」

の二本立てで実施。キッチン初日には、おだんごぱん

の活動に初めて参加された親子もあり、「子どもが楽

しめて、ご飯もいただけて嬉しい。こんな場ができる

のを待っていた。」と大変喜ばれたそうです。「“地域

の子どものため”となる

と、活動に協力してくだ

さる方も多い。地域の方々

にも関わっていただき、

地域が元気になってほし

い。」と代表は話します。

　今年１月にオープンした「べっしょなかよし食堂」

は、地域の民生・児童委員を中心に有志が立ち上げた

「ボランティアぬくもりの手」が運営しています。食

堂初日、食事提供時間になると参加者が次々と食堂に

足を運び、親子や家族で来られた方や近所の高齢者な

ど、地域住民でにぎわいます。子連れで参加された方

は、「子どもとゆっくりと食事できるのが嬉しい。こ

れからも参加したい。」と、話します。仕事から帰っ

てすぐに食事の支度をするなど、日々をあわただしく

過ごされている方にとって、時間と心にゆとりをもた

らす場になることでしょう。

◆ 子ども食堂とは？ 　

　昨今、メディア等でもよく耳にするようになった「子ども食堂」。現在

では、7,000 箇所以上の子ども食堂が全国各地で展開されています。様々

な事情により家庭での食事が十分でなかったり、1人だけで食べることが多

い子どもに、無料もしくは安価で食事を提供する場として一般的に知られて

いますが、子どものケアのみならず、誰でも参加できる場として実施され、多世

代交流拠点の機能をもつなど、その形態はさまざまです。

　美味しそうにカレーを

頬張る子どもが首から下

げている札には“こども

券”の文字。こども券とは、

地域の方々の善意（寄付）

により発行されるこども

用の食事券で、利用することで実質無料で食事ができ

ます。大人料金には、1 人分の食事代とこども券１枚分

の寄付が含まれており、食べにくることで地域の子ど

もや子育て世帯が参加しやすい食堂づくりに貢献でき

るというしくみです。代表は「自分たちの力だけでなく、

地域の住民・企業の応援（寄付）のおかげで食堂がある。

寄付の輪を地域に広げながら、長く活動を継続したい。」

と話します。この食堂では、食事提供に加え、子ども

達が交流や学習できる居場所

づくりを行っています。この

日は、けん玉を楽しむ親子の

姿もあり、まさにそこは心和

ます団欒の場でした。

◆これからの子ども食堂への期待  

　子ども食堂が増えている背景には子どもの貧困や孤

食等の社会問題がありますが、その対策のみならず、

さまざまな役割の発揮が期待され、各地域に広がりを

見せています。地元や旬の食材に触れたり、食事準備

の体験をする食育の機会や、子どもが交流や学習がで

きる居場所、親子でゆっくりと過ごせる時間、また、

子育て世代同士や子育て世代とご近所の方々がつなが

る機会など、どの子ども・子育て世帯にとっても、く

らしの豊かさにつながる場であるといえるのではない

でしょうか。地域の子どもを地域で見守り・育てる一

助として活躍する子ども食堂。地域や学校等の関係機

関、また、子ども食堂間の連携・ネットワーク化を図

ることで、現状・課題の共有やその解決に向けた力合

わせなど、今後さらなる発展が期待されます。

助成金情報
助成金等名称 助成内容 問合・申込先

（公財）木口福祉財団　
2023年度地域福祉振興
助成
〔公募期間〕
令和5年2月1日～
　　　　　  3月14日

障がい者等を支援する福祉・ボランティア活動に対する助成を通じ
て、やさしく住みやすい地域社会の創造に資する事を目的とします。

〔応募資格〕障がい者等を支援する福祉・ボランティア活動に取り
組む団体・グループ

〔助成内容・金額〕※助成率は対象費用の 80％
・企画開催、工事、物品購入　　上限 100 万円
・車両購入　　　　　　　　　　上限 200 万円

〔対象期間〕2023 年 9 月 1 日～ 2024 年 8 月 31 日までの 1 年間
に開始し完了する事業

【申込み方法】
WEB 申込のみ
https://kiguchi.or.jp/
kiguchi-wp/wp-content/
uploads/2022/12/2023_
bosyuyoko.pdf

【問い合せ先】
（公財）木口福祉財団
TEL：0797-21-5150

貸し出しします

北播磨アピールかるた

ふれあいサロンや子どものイベント、 余暇活動に！

　うれしの学園生涯大学大学院生が北播磨の名

所や文化・歴史などを紹介する「北播磨アピー

ルかるた」を作成しました。

　写真付きのかるたで楽しく遊びながら、自

分たちの住んでいる地域のことをもっと知っ

てみませんか。
【問合 ・ 申込先】

北播磨アピールかるた隊　上野　☎ 090-6668-8853

　新しく活動を始めようと思っている方、また、現在活動さ

れている方にひとことお願いします。

川村：私のボランティアの定義は「じぶんができるときにで
きることを」です。あまり気負わず、活動を楽しいと思うこ
と。それが、活動者と参加者にとって居心地が良い場所にな
ると感じています。
　自分のペースを大切にしながらも、聞こえにくい人の暮ら

しや思いを尊重し、そこに寄り添う川村さん。

インタビューでは、要約筆記ボランティアとしてどんなサ

ポートができるかを模索し続けている姿が印象的でした。　

き ら っ と さ ん に イ ン タ ビ ュ ー

三木市には、周りの人を惹きつけ、きらっと輝く活動者さんがたくさんいます。
そんな「きらっとさん」に活動のあれこれをお聞きします！
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　第９回目のきらっとさんは川村敦子さんです。

「三木要約筆記ダンボ」の代表として、話し手と聞こえ

にくい人の間に立ち、コミュニケーションが取れるよう、

話している内容を文字で伝える活動を行っています。

　活動を始められたきっかけを教えてください。

川村：こどもが幼稚園に入園し、少し空いた時間で何か
　　　できることはないかなぁと思っていた時に友人か
　　　らの誘いで活動を始めました。当初は要約が楽し
　　　いと感じていましたが、相手に喜んでもらえるこ
　　　とで自分も元気をもらい、気がつけばそれが活動
　　　を続ける理由になっていました。

　活動する上で大切にしている事を教えてください。

川村：「もし、耳が聞こえにくかったら」と自分事に置
　　　き換えて考えることを大切にしています。そのう
　　　えで、相手が主体的にその場に参加できるよう、
　　　一歩後ろからサポートする事を意識しています。

　聞こえにくい人ひとり一人に寄り添って活動するご様

子からは要約筆記者としてのこだわりを感じます。

聞いた人
にしおか

きらっとさん
川村さん

ネット会議のサポート

要約筆記をスクリーンに投影

ホワイトボードに要約筆記
スポーツ大会で


